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AVR4029 :�ATMELｿﾌﾄｳｪｱ枠組み - 開始に際して

1. 序説
ATMELｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF:ATMEL AVR Software Framework、www.atmel.com/asf)はATME 
LのmegaAVR®、AVR XMEGA®、AVR UC3、SAMﾃ゙ﾊ゙ｲｽ用の応用構築にｿﾌﾄｳｪｱ ﾄ゙ﾗｲﾊ゙とﾗｲ 
ﾌ゙ﾗﾘを提供します。それはｿﾌﾄｳｪｱ設計の各種部品を共に開発して固めるのを手助けするよう
に設計されました。これはｵﾍ゚ﾚー ﾃｨﾝｸ゙ ｼｽﾃﾑ(OS)内に統合、または独立製品として動作するこ
とができます。

この応用記述に於いて、開発者はATMEL Studio 6、IARとGNU GCCのmakefileと共に開始す
る方法について読むことができます。

・ ASFのｲﾝｽﾄーﾙ方法
・ ASF参考応用の開始方法
・ ASF資料の取得方法

この開始に際しての資料を読むのに、ASF基本構造の高度な知識に関してASF参照基準手引
書を読むことが推奨されますが、必要とはされません。

2. ASFとATMEL Studio 6での開始に際して

2.1. ｲﾝｽﾄーﾙ

1. http://www.atmel.com/atmeltudioでATMEL Studio 6をﾀ゙ｳﾝﾛー ﾄ゙してください。ATMEL 
ASFはStudio 6に含まれ、独立したﾀ゙ｳﾝﾛー ﾄ゙は不要です。

2. ｲﾝｽﾄーﾙしてください。

3. ATMEL Studioを開始してください。

○ ATMEL Studioで開始するには組み込まれたATMEL Studio使用者の手引きを参照して、
ようこそ(welcome)画面で開始してください。

2.2. 映像

ATMEL StudioとASFの映像での開始はhttp://www.youtube.com/user/AtmelCorporationで
のATMEL映像に従ってください。

要点
■ ASF例へのｱｸｾｽ
■ ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄへのASF単位部追加
■ ATMEL® Studio 6
■ IARTM

■ GNU makefile/GCC

http://www.atmel.com/atmelstudio
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=4192&source=redirect
http://www.atmel.com/dyn/products/devices.asp?category_id=163&family_id=607&subfamily_id=760
http://www.atmel.com/dyn/products/devices.asp?category_id=163&family_id=607&subfamily_id=1965&source=left_nav
http://www.atmel.com/products/avr/uc3.asp?category_id=163&family_id=607
http://www.youtube.com/user/AtmelCorporation
http://www.atmel.com/atmelstudio
http://www.atmel.com/products/microcontrollers/arm/default.aspx
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2.3. ASF例の開始

1. Fileﾒﾆｭーで、New⇒Example Project from ASFを選択してください。

図2-1. ASFからの新しい例ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ

ｷｯﾄ(例えば、ATMEL EVK1100、ATMEL AVR Xplained、～)、または技術的なｷー ﾜー ﾄ゙(例えば、USB、IO、割り込み、～)、または種
類(ﾄ゙ﾗｲﾊ゙、部品、ｻー ﾋ゙ｽ、応用)によってASF例を並び替えることが可能です。例の資料はNew Example Projectｳｨﾝﾄ゙ｳの右ﾊ゚ﾈﾙ内
のﾍﾙﾌ゚ ｱｲｺﾝのｸﾘｯｸによって見ることができます。"USART Example - XMEGA-A1 Xplained"ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄを探して、それを作成するた
めにOKをｸﾘｯｸしてください。

図2-2. ｷｯﾄ用の新しい例の選択

http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=4114
http://www.atmel.com/products/AVR/xplain.asp?category_id=163&family_id=607&source=redirect
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2. 今やﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄをｺﾝﾊ゚ｲﾙ、書き込み設定、そしてﾃ゙ﾊ゙ｯｸ゙するこ
とが可能です。ATMEL ASFﾌｧｲﾙはsrcﾌｫﾙﾀ゙で新しいATME 
L Studioﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ内に引き入れられ(ｲﾝﾎ゚ ﾄーされ)ます。例ﾌｧｲ 
ﾙはsrc¥ﾌｫﾙﾀ゙に置かれます。依存ﾌｧｲﾙはsrc¥asf¥ﾌｫﾙﾀ゙に置
かれます。PCにﾃ゙ﾊ゙ｯｶ゙を接続してASF例を走らせてください。

図2-3. ASF例Solution Explorerｳｨﾝﾄ゙ｳ

3. 今やﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄをｺﾝﾊ゚ｲﾙ、書き込み設定、そして
ﾃ゙ﾊ゙ｯｸ゙することが可能です。ATMEL ASFﾌｧｲﾙ
はsrcﾌｫﾙﾀ゙で新しいATMEL Studioﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ内
に引き入れられ(ｲﾝﾎ゚ー ﾄされ)ます。例ﾌｧｲ ﾙはsrc 
¥ﾌｫﾙﾀ゙に置かれます。依存ﾌｧｲﾙはsrc¥asf¥ﾌｫﾙ 
ﾀ゙に置かれます。PCにﾃ゙ﾊ゙ｯｶ゙を接続してASF例
を走らせてください。

4. ASF ExplorerはAPIと資料への容易なｱｸｾｽを持
つASFｺー ﾄ゙の論理的ｳｨﾝﾄ゙ｳです。

図2-4. ASF Explorer視野
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2.4. ASF例の資料取得

・ ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ名上で右ｸﾛｯｸしてください。

・ "View ASF Project Example help"を選択し
てください。

図2-5. ASF例資料

2.5. 既存ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄへのASF単位部追加

どのﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄへもASF単位部の追加/削除が可能です。

1. ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄまたはProjectﾒﾆｭー上で右ｸﾘｯｸし、そして"ASF Wizar 
d"上をｸﾘｯｸしてください。

図2-6. ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄへのATMEL ASF単位部追加
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2. 1つまたは多数のASF単位部を選択し、そして"Add to selection"上でｸﾘｯｸしてください。例えはﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ ﾄ゙ﾗｲﾊ゙です。

図2-7. ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄへのATMEL ASF単位部追加

3. "Next"をｸﾘｯｸしてください。これは現在のﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄに対するﾌｧｲﾙの追加/削除を要約します。

4. 最後に、"Finish"をｸﾘｯｸしてください。例えば、実時間計数器(RTC)ﾄ゙ﾗｲﾊ゙のrtc.cとrtc.hのﾌｧｲﾙがsrc¥asf¥xmega¥drivers¥rtcﾌｫﾙ 
ﾀ゙に追加されます。

図2-8. ASF例のSlution Explorerｳｨﾝﾄ゙ｳ
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2.6. 雛形での新しいﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ開始 : 使用者応用雛形

使用者応用雛形は以下とでﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄを使用する準備が整っています。

・ main.cﾌｧｲﾙとmain()関数
・ 選択したATMEL MCU用のsrc¥asf¥ﾌｫﾙﾀ゙に置かれたASFﾄ゙ﾗｲﾊ゙(汎用入出力、割り込み)の基本的な組
・ ASF基板定義ﾌｧｲﾙ。例えば、ATMEL XMEGA-A1 Xplainedｷｯﾄについては、src¥asf¥xmega¥boards¥xmega_a1_xpalined¥xmega_a1 
_xpalined.hﾌｧｲﾙが追加されます。

使用者応用雛形にｱｸｾｽするのは次の通りです。

1. File⇒New⇒Projectをｸﾘｯｸしてください。

2. C/C++⇒Atmel boardsﾒﾆｭーで、望むATMEL基板用の使用者応用雛形を選択してください。

図2-9. ATMEL基板用の新しい使用者雛形ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ

図2-10. ATMEL XMEGA-A1 Xplained用の新しい使用者雛形ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ

3. OKをｸﾘｯｸしてください。
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3. ASFとIAR Embedded Workbenchでの開始に際して

3.1. ｲﾝｽﾄーﾙ

1. http://www.iar.comでIAR Embedded Workbench®をﾀ゙ｳﾝﾛー ﾄ゙してください。

2. IARをｲﾝｽﾄーﾙしてください。

3. http://www.atmel.com/asfからASF独立書庫(.zipﾌｧｲﾙ)をﾀ゙ｳﾝﾛー ﾄ゙してください。

4. ﾊー ﾄ゙ ﾄ゙ﾗｲﾌ゙でASF独立書庫を展開してください(Windows®での潜在的な長い名前長の問題を避けるために、ﾙー ﾄに近い場所でが
望まれます)。

3.2. ﾍｯﾀ゙ ﾌｧｲﾙ更新

8ﾋ゙ｯﾄAVR使用者に関して、ﾂー ﾙﾁｪーﾝ ﾍｯﾀ゙ ﾌｧｲﾙの更新が推奨され、それを行う方法についての記述はxmega¥utils¥header_files¥ 
ﾌｫﾙﾀ゙下のreadme.txtﾌｧｲﾙに置かれます。

AVR UC3使用者に関して、IARﾍｯﾀ゙ ﾌｧｲﾙの更新が推奨されます。これを行うには、(avr32¥utils¥header_files¥ﾌｫﾙﾀ゙下に置かれた
avr32-headers.zipﾌｧｲﾙを"IARｲﾝｽﾄーﾙ ﾌｫﾙﾀ゙"下のIAR EWAVR32ｲﾝｽﾄーﾙ ﾌｫﾙﾀ゙(¥Embedded Workbench x.y¥avr32¥inc¥)に展開
してください。

3.3. ASF独立書庫内の移動

先頭ﾌｫﾙﾀ゙構成は次の通りです。

・ avr32¥ﾌｫﾙﾀ゙はAVR UC3ﾃ゙ﾊ゙ｲｽ専用のｿﾌﾄｳｪｱ単位部(ｿーｽ ｺー ﾄ゙とﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ)を含みます。

・ mega¥ﾌｫﾙﾀ゙はATMEL megaAVRﾃ゙ﾊ゙ｲｽ専用のｿﾌﾄｳｪｱ単位部(ｿーｽ ｺー ﾄ゙とﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ)を含みます。

・ xmega¥ﾌｫﾙﾀ゙はATMEL AVR XMEGAﾃ゙ﾊ゙ｲｽ専用のｿﾌﾄｳｪｱ単位部(ｿーｽ ｺー ﾄ゙とﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ)を含みます。

・ common¥ﾌｫﾙﾀ゙は全てのATMEL AVRﾃ゙ﾊ゙ｲｽによって共用されるｿﾌﾄｳｪｱ単位部(ｿーｽ ｺー ﾄ゙とﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ)を含みます。

・ sam¥ﾌｫﾙﾀ゙はATMEL SAMﾃ゙ﾊ゙ｲｽ専用のｿﾌﾄｳｪｱ単位部(ｿーｽ ｺー ﾄ゙とﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ)を含みます。

・ thirdparty¥ﾌｫﾙﾀ゙は全てのAVRﾃ゙ﾊ゙ｲｽ対する第三者の提供者からのｿﾌﾄｳｪｱ単位部(ｿーｽ ｺー ﾄ゙とﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ)を含みます。

thirdparty¥ﾌｫﾙﾀ゙は第三者のｿﾌﾄｳｪｱ単位部(即ち、第三者のｿﾌﾄｳｪｱ単位部当たり1つのﾌｫﾙﾀ゙)によって構成されます。

avr32¥、xmega¥、sam¥、common¥ﾌｫﾙﾀ゙は次のように構成されます。

・ drivers¥ﾌｫﾙﾀ゙はATMEL MCUﾁｯﾌ゚上の資源用の低位ｿﾌﾄｳｪｱ ﾄ゙ﾗｲﾊ゙(例えば、CPU、USART、ADCﾄ゙ﾗｲﾊ゙)を含みます。

・ boards¥ﾌｫﾙﾀ゙は基板特有ｿーｽ ｺー ﾄ゙ ﾌｧｲﾙを含みます。

・ utils¥ﾌｫﾙﾀ゙は他の全ての単位部によって使用されるﾌｧｲﾙを含みます。それは様々なﾘﾝｶ ｽｸﾘﾌ゚ﾄ ﾌｧｲﾙ、いくつかのASF単位部
のIARとGCCの予めｺﾝﾊ゚ｲﾙされたﾗｲﾌ゙ﾗﾘ、そして全般用法定義、ﾏｸﾛ、関数を持つC/C++ﾕー ﾃｨﾘﾃｨ ﾌｧｲﾙを保持します。

・ services¥ﾌｫﾙﾀ゙は基板やﾁｯﾌ゚を特定しない応用志向のｿﾌﾄｳｪｱの一部(例えば、FAT、TCP/IPｽﾀｯｸ、OS、JPEG復号)を含みます。
common¥先頭ﾌｫﾙﾀ゙に関しては、services¥ﾌｫﾙﾀ゙がﾁｯﾌ゚特有のｺー ﾄ゙も含みます。

・ components¥ﾌｫﾙﾀ゙は支援される各ﾊー ﾄ゙ｳｪｱ部品に関し、その部品(SDRAM、SDｶー ﾄ゙のようなﾒﾓﾘ、または表示器)と相互作用する
ｿﾌﾄｳｪｱ ｲﾝﾀーﾌｪーｽを含みます。

・ applications¥ﾌｫﾙﾀ゙はｻー ﾋ゙ｽとﾄ゙ﾗｲﾊ゙を使用する応用の大量の例を含みます。

3.4. ASF例の開始

ATMEL AVR UC3汎用入出力(GPIO)ﾄ゙ﾗｲﾊ゙単位部の使い方の例を使用すると、IARﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄは以下に置かれます。

・ ATMEL EVK1100基板については、avr32¥drivers¥gpio¥peripheral_bus_example¥at32uc3a0512_evk1100¥iar¥

・ ATMEL EVK1105基板については、avr32¥drivers¥gpio¥peripheral_bus_example¥at32uc3a0512_evk1105¥iar¥

・ ATMEL EVK1101基板については、avr32¥drivers¥gpio¥peripheral_bus_example¥at32uc3a0256_evk1101¥iar¥

・ ATMEL EVK1104基板については、avr32¥drivers¥gpio¥peripheral_bus_example¥at32uc3a3256_evk1104¥iar¥

・ ATMEL STK®600-RCUC3L0の構成設定については、avr32¥drivers¥gpio¥peripheral_bus_example¥at32uc3l064_stk600-rcuc3l0¥ 
iar¥

・ ATMEL AT32UC3C-EK基板については、avr32¥drivers¥gpio¥peripheral_bus_example¥at32uc3c0512c_uc3c_ek¥iar¥

・ ATMEL AT32UC3L-EK基板については、avr32¥drivers¥gpio¥peripheral_bus_example¥at32uc3l064_uc3l_ek¥iar¥

各iar¥ﾌｫﾙﾀ゙は以下と共に完全なIARﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄを含みます。

・ IAR EWAVR32作業空間(Workspace)ﾌｧｲﾙ (avr32_drivers_gpio_peripheral_bus_example_uc3l_ek.eww : 完全なﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄを開くには
このﾌｧｲﾙ上をﾀ゙ﾌ゙ﾙ ｸﾘｯｸしてください。)

・ IAR EWAVR32ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ ﾌｧｲﾙ (avr32_drivers_gpio_peripheral_bus_example_uc3l_ek.ewp)

・ IAR WWAVR32ﾃ゙ﾊ゙ｯｸ゙形態設定ﾌｧｲﾙ (avr32_drivers_gpio_peripheral_bus_example_uc3l_ek.ewd)

http://www.iar.com/
http://www.atmel.com/asf
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=4821
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=4822&source=redirect
http://atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=4891&category_id=163%5Cu0026family_id=604&family_id=604&subfamily_id=1686
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=4427&source=redirect
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=4175
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=4428
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=4114
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図3-1. ASFでのIARﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ位置

3.5. ASFﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ資料の取得

3.5.1. ｵﾝﾗｲﾝ資料

全てのASF単位部と参照応用のDoxygen資料はhttp://asf.atmel.comで得られます。

3.5.2. 手動資料生成(ｵﾌﾗｲﾝ)

全ての単位部はdoxygen付箋を用いて完全に資料化されています。ATMEL ASF内の各ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄは.html資料を生成するための(正
しい資料生成のためにdoxygenを形態設定するのに使用される)doxyfile.doxygenを含み、doxygenがｲﾝｽﾄーﾙされて(http://www.dox 
ygen.org/download.htmlをご覧ください)、doxyfile.doxygenはdoxygenに対する入力形態設定ﾌｧｲﾙとして使用されなければなりませ
ん。

例としてATMEL AVR UC3 GPIOﾄ゙ﾗｲﾊ゙単位部の使い方の例を使用すると、ATMEL AT32UC3C-EK基板に対して、連携するdoxyfil 
e.doxygenﾌｧｲﾙはavr32¥drivers¥gpio¥peripheral_bus_example¥at32uc3c0512c_uc3c_ek¥doxygen¥ﾌｫﾙﾀ゙下です。

doxygenを走らせてdoxygenに対する形態設定ﾌｧｲﾙとしてこのdoxyfile.doxygenを使用してください。

ｺﾏﾝﾄ゙行を使用し、これは以下の命令で行われます。

� doxygen doxyfile.doxygen

資料の入口ﾌｧｲﾙは以下です。

� avr32/drivers/gpio/peripheral_bus_example/at32uc3c0512c_uc3c_ek/doxygen/html/index.html

4. ASFとGNU makefileでの開始に際して

4.1. ｲﾝｽﾄーﾙ

1. http://www.atmel.com/asfからATMEL ASF独立書庫(zipﾌｧｲﾙ)をﾀ゙ｳﾝﾛー ﾄ゙してください。

2. ﾊー ﾄ゙ ﾄ゙ﾗｲﾌ゙上にASF独立書庫を展開してください。

3. ｺﾝﾊ゚ｲﾙとﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾐﾝｸ゙ ﾂーﾙのためにATMEL AVR Studio® 5(http://www.atmel.com/avrstudio5)をｲﾝｽﾄーﾙしてください。

4. ｿﾌﾄｳｪｱ枠組み構築ｼｽﾃﾑは構築ﾏｼﾝ上でｲﾝｽﾄーﾙされたいくつかの基本的なｿﾌﾄｳｪｱ ﾂーﾙを持つと仮定します。それらのﾂーﾙは
最近の殆どｵﾍ゚ﾚー ﾃｨﾝｸ゙ ｼｽﾃﾑでｲﾝｽﾄーﾙが容易です。Microsoft® Windowsｼｽﾃﾑでそれらのｿﾌﾄｳｪｱ応用は、8ﾋ゙ｯﾄ応用に関する
WinAVR一括(http://winavr.sourceforge.net/)でと8ﾋ゙ｯﾄと32ﾋ゙ｯﾄの使用者に関してATMEL AVR GNUﾂーﾙﾁｪーﾝ(http://www.atm 
el.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=4118)でｲﾝｽﾄーﾙされ、一方Linux®ｼｽﾃﾑでは通常それらが配布一括ｼｽﾃﾑを用いて
利用可能です。有用であるべきｿﾌﾄｳｪｱ枠組みのためにｲﾝｽﾄーﾙされなければならないｿﾌﾄｳｪｱは次の通りです。

・ make, sed, grep, sort, tac, bc, etc、本質的要素構築として度々参照。
・ sh - 命令解釈部(ｼｪﾙ)

4.2. ﾍｯﾀ゙ ﾌｧｲﾙ更新

8ﾋ゙ｯﾄAVR使用者に関してはﾂーﾙﾁｪーﾝ ﾍｯﾀ゙ ﾌｧｲﾙの更新が推奨され、それを行う方法についての記述はxmega¥utils¥header_files¥ 
ﾌｫﾙﾀ゙下のreadme.txtﾌｧｲﾙに置かれます。

ATMEL AVR UC3使用者に関しては、IARﾍｯﾀ゙ ﾌｧｲﾙの更新が推奨され、それを行う方法についての記述はavr32¥utils¥header_files 
¥ﾌｫﾙﾀ゙下のreadme.txtﾌｧｲﾙに置かれます。

http://asf.atmel.com/
http://www.atmel.com/asf
http://www.atmel.com/avrstudio5
http://winavr.sourceforge.net/
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=4118
http://www.atmel.com/dyn/products/tools_card.asp?tool_id=4118
http://www.stack.nl/~dimitri/doxygen/download.html
http://www.stack.nl/~dimitri/doxygen/download.html
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4.3. ASF独立書庫内の移動

先頭ﾌｫﾙﾀ゙構成は次の通りです。

・ avr32¥ﾌｫﾙﾀ゙はAVR UC3ﾃ゙ﾊ゙ｲｽ専用のｿﾌﾄｳｪｱ単位部(ｿーｽ ｺー ﾄ゙とﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ)を含みます。

・ mega¥ﾌｫﾙﾀ゙はATMEL megaAVRﾃ゙ﾊ゙ｲｽ専用のｿﾌﾄｳｪｱ単位部(ｿーｽ ｺー ﾄ゙とﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ)を含みます。

・ xmega¥ﾌｫﾙﾀ゙はATMEL AVR XMEGAﾃ゙ﾊ゙ｲｽ専用のｿﾌﾄｳｪｱ単位部(ｿーｽ ｺー ﾄ゙とﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ)を含みます。

・ common¥ﾌｫﾙﾀ゙は全てのATMEL AVRﾃ゙ﾊ゙ｲｽで共用されるｿﾌﾄｳｪｱ単位部(ｿーｽ ｺー ﾄ゙とﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ)を含みます。

・ thirdparty¥ﾌｫﾙﾀ゙は全てのAVRﾃ゙ﾊ゙ｲｽに対して第3の供給者(社)からのｿﾌﾄｳｪｱ単位部(ｿーｽ ｺー ﾄ゙とﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ)を含みます。

thirdparty¥ﾌｫﾙﾀ゙は第3者(社)ｿﾌﾄｳｪｱ単位部(即ち、第3者(社)ｿﾌﾄｳｪｱ単位部毎に1つのﾌｫﾙﾀ゙)によって構成されます。

avr32¥、xmega¥、common¥のﾌｫﾙﾀ゙は次のように構成されます。

・ driver¥ﾌｫﾙﾀ゙はAVRﾁｯﾌ゚上資源用の低位ｿﾌﾄｳｪｱ ﾄ゙ﾗｲﾊ゙(例えば、CPU、USART、ADCﾄ゙ﾗｲﾊ゙)を含みます。

・ boards¥ﾌｫﾙﾀ゙は基板特有ｿーｽ ｺー ﾄ゙ ﾌｧｲﾙを含みます。

・ utils¥ﾌｫﾙﾀ゙は他の全ての単位部によって使用されるﾌｧｲﾙを含みます。それは様々なﾘﾝｶ ｽｸﾘﾌ゚ﾄ ﾌｧｲﾙ、いくつかのASF単位部
のIARとGCCの予めｺﾝﾊ゚ｲﾙされたﾗｲﾌ゙ﾗﾘ、そして全般用法定義、ﾏｸﾛ、関数を持つC/C++ﾕー ﾃｨﾘﾃｨ ﾌｧｲﾙを保持します。

・ services¥ﾌｫﾙﾀ゙は基板やﾁｯﾌ゚を特定しない応用志向のｿﾌﾄｳｪｱの一部(例えば、FAT、TCP/IPｽﾀｯｸ、OS、JPEG復号)を含みます。
common¥先頭ﾌｫﾙﾀ゙に関しては、services¥ﾌｫﾙﾀ゙がﾁｯﾌ゚特有のｺー ﾄ゙も含みます。

・ components¥ﾌｫﾙﾀ゙は支援される各ﾊー ﾄ゙ｳｪｱ部品に関し、その部品(SDRAM、SDｶー ﾄ゙のようなﾒﾓﾘ、または表示器)と相互作用する
ｿﾌﾄｳｪｱ ｲﾝﾀーﾌｪーｽを含みます。

・ applications¥ﾌｫﾙﾀ゙はｻー ﾋ゙ｽとﾄ゙ﾗｲﾊ゙を使用する応用の大量の例を含みます。

4.4. ASF例の開始

ATMEL AVR UC3汎用入出力(GPIO)ﾄ゙ﾗｲﾊ゙単位部の使い方の例を使用すると、GCCﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄは以下に置かれます。

・ ATMEL EVK1100基板については、avr32¥drivers¥gpio¥peripheral_bus_example¥at32uc3a0512_evk1100¥gcc¥

・ ATMEL EVK1105基板については、avr32¥drivers¥gpio¥peripheral_bus_example¥at32uc3a0512_evk1105¥gcc¥

・ ATMEL EVK1101基板については、avr32¥drivers¥gpio¥peripheral_bus_example¥at32uc3a0256_evk1101¥gcc¥

・ ATMEL EVK1104基板については、avr32¥drivers¥gpio¥peripheral_bus_example¥at32uc3a3256_evk1104¥gcc¥

・ ATMEL STK600-RCUC3L0構成設定については、avr32¥drivers¥gpio¥peripheral_bus_example¥at32uc3l064_stk600-rcuc3l0¥gcc¥

・ ATMEL AT32UC3C-EK基板については、avr32¥drivers¥gpio¥peripheral_bus_example¥at32uc3c0512c_uc3c_ek¥gcc¥

・ ATMEL AT32UC3L-EK基板については、avr32¥drivers¥gpio¥peripheral_bus_example¥at32uc3l064_uc3l_ek¥gcc¥

各gcc¥ﾌｫﾙﾀ゙は以下と共にGCCﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄを含みます。

・ mekefile

・ ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ形態設定ﾌｧｲﾙのconfig.mk

図4-1. ASFでのGCC makefileﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ位置
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4.5. ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ構築

応用を構築するには、単に適切なﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ ﾌｫﾙﾀ゙(¥gccﾌｫﾙﾀ゙)に移行し、makeと入力してください。

例えば、ATMEL EVT1100基板上で走行するATMEL AT32UC3A0512 GPIO周辺ﾊ゙ｽ例については、avr32¥drivers¥gpio¥peripheral 
_bus_example¥at32uc3a0512_evk1100/gccﾌｫﾙﾀ゙でのmake入力に帰着します。

$ make
MKDIR   avr32/drivers/intc/
CC      avr32/drivers/intc/intc.o
MKDIR   avr32/drivers/gpio/
CC      avr32/drivers/gpio/gpio.o
MKDIR   avr32/drivers/gpio/peripheral_bus_example/
CC      avr32/drivers/gpio/peripheral_bus_example/gpio_periphe
MKDIR   avr32/utils/startup/
AS      avr32/utils/startup/startup_uc3.o
AS      avr32/utils/startup/trampoline_uc3.o
AS      avr32/drivers/intc/exception.o
LN      avr32_drivers_gpio_peripheral_bus_example_evk1100.elf
SIZE    avr32_drivers_gpio_peripheral_bus_example_evk1100.elf
avr32_drivers_gpio_peripheral_bus_example_evk1100.elf  :
section               size         addr
.reset              0x2004   0x80000000
.text                0x134   0x80002004
.exception           0x200   0x80002200
.rodata               0xa0   0x80002400
.dalign                0x4          0x4
.bss                  0xf0          0x8
.heap               0xef08         0xf8
.comment              0x30          0x0
.debug_aranges       0x158          0x0
.debug_pubnames      0x3ad          0x0
.debug_info         0x11ca          0x0
.debug_abbrev        0x554          0x0
.debug_line         0x1b6f          0x0
.debug_frame         0x294          0x0
.debug_str           0x8f0          0x0
.debug_loc           0x408          0x0
.debug_macinfo    0x2b7053          0x0
.stack              0x1000       0xf000
.debug_ranges        0x170          0x0
Total             0x2cdce5

   text    data     bss     dec     hex filename
 0x23d8     0x0  0xfffc   74708   123d4 avr32_drivers_gpio_peripheral_bus_example_evk1100.elf
OBJDUMP avr32_drivers_gpio_peripheral_bus_example_evk1100.lss
NM      avr32_drivers_gpio_peripheral_bus_example_evk1100.sym
OBJCOPY avr32_drivers_gpio_peripheral_bus_example_evk1100.hex
OBJCOPY avr32_drivers_gpio_peripheral_bus_example_evk1100.bin 

構築の結果はmakefile位置と同じﾌｫﾙﾀ゙に置かれます。

・ ELFﾌｧｲﾙ (.elf)
・ ﾘｽﾄ ﾌｧｲﾙ (.lss)
・ ｼﾝﾎ゙ﾙ ﾌｧｲﾙ (.sym)
・ HEXﾌｧｲﾙ (.hex)
・ 2進ﾌｧｲﾙ (.bin)
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4.6. ﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾐﾝｸ゙

4.6.1. Windows使用者

4.6.1.1. GUIに基づく解決策

・ ATMEL Studioを開始してください。

・ "File⇒Open⇒Open Object File for Debugging"を選択してgenerated .elf fileを選択してください。"Next"を選択してください。

・ "Device Selection"ﾒﾆｭーで、対応するMCUを選んでください。"Finish"をｸﾘｯｸしてください。

・ ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄは今やﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾐﾝｸ゙とﾃ゙ﾊ゙ｯｸ゙に利用可能です。ようこそ画面からATMEL Studioの開始に際してと使用者の手引きを参照し
てください。

4.6.1.2. ｺﾏﾝﾄ゙行に基づくAVR使用者用解決策

・ ﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾐﾝｸ゙ ﾕー ﾃｨﾘﾃｨはATMEL Studioと共にｲﾝｽﾄーﾙされます。

・ 書き込み器として(例えばC:¥Program Files (x86)¥Atmel¥Atmel Studio 6.0¥avrdbg内の)atprogram.exeを使用してください。

・ 例えばJTAGICE3ﾃ゙ﾊ゙ｯｶ゙とでAT32UC3B0512をﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾐﾝｸ゙するには次の通りです。

atprogram -t jtagice3 -i jtag -d at32uc3b0512 program -f e:¥file.elf

C:¥Program Files (x86)¥Atmel¥Atmel Studio 6.0¥avrdbg>atprogram.exe
AVR Studio Command Line Interface
Copyright (C) 2011 Atmel Corporation.

使用法: atprogram [任意選択] <命令> [引数] [<命令> [引数] ...]

任意選択:
  -t  --tool <引数>� ﾂー ﾙ名: avrdragon, avrispmk2, avrone, jtagice3,
� �jtagicemkii, qt600, stk500, stk600またはsamice
  -s  --serialnumber <引数>� 書き込み器/ﾃ゙ﾊ゙ｯｶ゙の通番。複数のﾃ゙ﾊ゙ｯｶ゙接続時に指定されなければなりません。
  -c  --comport <引数>� 書き込み器/ﾃ゙ﾊ゙ｯｶ゙に使用されるCOMﾎ゚ー ﾄ。例えば、-c COM1または-c 1
  -i  --interface <引数>� 物理ｲﾝﾀーﾌｪーｽ: aWire,debugWIRE,HVPP,HVSP,ISP,JTAG,PDIまたはTPI
  -d  --device <引数>� ﾃ゙ﾊ゙ｲｽ名。例えば、atxmega128a1やat32uc3a0256
  -v  --verbose� 冗長出力(ﾃ゙ﾊ゙ｯｸ゙)
  -h  --host <引数>� avrdbg処理で走行する目的対象ﾎｽﾄ
  -p  --port <引数>� avrdbg処理に使用されるﾎ゚ー ﾄを指定。ﾎｽﾄ任意選択が与えられない場合は無視
  -f  --force� ﾌｧーﾑｳｪｱが最新でなくても命令を強制
  -cl --clock <引数>� ﾃ゙ﾊ゙ｲｽとの通信に使用する周波数(hz,khz,mhz,既定はhz)。例えば、-cl 10mhz
  -mb --max-baudrate <引数>� awireでの通信に対する最大ﾎ゙ ﾚーー ﾄ(kbps)
  -xr --externalreset� 作業開始時に外部ﾘｾｯﾄを印加
  -dc --daisychain <引数,..>� JTAGﾃ゙ ｼー゙ ﾁーｪーﾝ構成設定。
� 引数は<devices-before devices-after instr-before instr-after>
  -tv --target-voltage <引数>� STK600またはSTK500の目標電圧(浮動値)を設定
  -a0 --aref0 <引数>� STK600のAerf0またはSTK500のaref生成器電圧(浮動値)を設定
  -a1 --aref1 <引数>� STK600のAerf1生成器電圧(浮動値)を設定
  -cg --clock-generator <引数>�STK600またはSTK500のｸﾛｯｸ発生器周波数を設定(hz,khz,mhz,既定はhz)
      --timeout <引数>� 命令に対する秒での監視時間値設定。既定は180秒。0設定は時間監視なし。
  -q  --quiet� 活動指示器非表示
  -?  --help� ﾍﾙﾌ゚情報表示

命令:
   chiperase� ﾁｯﾌ゚の完全消去
   erase� 指定ﾒﾓﾘの消去
   help� 指定命令に対するﾍﾙﾌ゚表示
   info� ﾃ゙ﾊ゙ｲｽについての情報を表示
   list� 接続されたATMELﾂーﾙについての情報を検出して表示
   program� <ﾌｧｲﾙ>からのﾃ゙ ﾀーでﾃ゙ﾊ゙ｲｽ書き込み
   read� ﾃ゙ﾊ゙ｲｽのﾒﾓﾘ内容読み込み
   secure� UC3とARMﾃ゙ﾊ゙ｲｽで保護ﾋ゙ｯﾄを設定
   verify� ﾌｧｲﾙに」基づいてﾒﾓﾘ内容を確認
   version� 版番号表示
   write� 命令行で入力した値でﾒﾓﾘ書き込み
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4.6.1.3. ｺﾏﾝﾄ゙行に基づSAM使用者用解決策

ATMEL SAM-BA®実装書き込み器を参照してください。

http://www.atmel.com/tools/ATMELSAM-BAIN-SYSTEMPROGRAMMER.aspx

4.6.2. Linux使用者

・ 8ﾋ゙ｯﾄ使用者についてはMCUﾌ゚ﾛｸ゙ﾗﾐﾝｸ゙にAVRDUDE(http://www.nongnu.org/avrdude/)を使用してください。

・ 32ﾋ゙ｯﾄAVR使用者についてはGUIに基づく解決策に関する「AVR32 Studio使用者」項を参照してください。

・ ARM使用者についてはSAM-BA実装書き込み器(http://www.atmel.com/tools/ATMELSAM-BAIN-SYSTEMPROGRAMMER.asp 
x)を参照してください。

4.7. AVR32 Studio使用者

32ﾋ゙ｯﾄAVR使用者は32ﾋ゙ｯﾄATMEL AVR StudioでATMEL ASF GNU makefileを使用することができます。それは32ﾋ゙ｯﾄAVR Studio
内から展開されたASF一括で動くことが可能で、これは「AVR32769:AVR Studio V2での独立AVR32ｿﾌﾄｳｪｱ枠組みｺﾝﾊ゚ｲﾙ法」応用
記述(http://www.atmel.com/dyn/resources/prod_documents/doc32115.pdf)で記述されます。

4.8. ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ資料へのｱｸｾｽ

4.8.1. ｵﾝﾗｲﾝ資料

全てのASF単位部と参照応用のDoxygen資料はhttp://asf.atmel.comで得られます。

4.8.2. ｵﾌﾗｲﾝ資料

全ての単位部はdoxygen付箋を用いて完全に資料化されています。ASF内の各ﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄは.html資料を生成するための(正しい資料
生成のためにdoxygenを形態設定するのに使用される)doxyfile.doxygenを含み、doxygenがｲﾝｽﾄーﾙされて(http://www.doxygen.org/ 
download.htmlをご覧ください)、doxyfile.doxygenはdoxygenに対する入力形態設定ﾌｧｲﾙとして使用されなければなりません。

例としてATMEL AVR UC3 GPIOﾄ゙ﾗｲﾊ゙単位部の使い方の例を使用すると、ATMEL AT32UC3C-EK基板に対して、連携するdoxyfil 
e.doxygenﾌｧｲﾙはavr32¥drivers¥gpio¥peripheral_bus_example¥at32uc3c0512c_uc3c_ek¥doxygen¥ﾌｫﾙﾀ゙下です。

doxygenを走らせてdoxygenに対する形態設定ﾌｧｲﾙとしてこのdoxyfile.doxygenを使用してください。

ｺﾏﾝﾄ゙行を使用し、これは以下の命令で行われます。

� doxygen doxyfile.doxygen

資料の入口ﾌｧｲﾙは以下です。

� avr32/drivers/gpio/peripheral_bus_example/at32uc3c0512c_uc3c_ek/doxygen/html/index.html 

http://www.atmel.com/tools/ATMELSAM-BAIN-SYSTEMPROGRAMMER.aspx
http://www.nongnu.org/avrdude/
http://www.atmel.com/tools/ATMELSAM-BAIN-SYSTEMPROGRAMMER.aspx
http://www.atmel.com/dyn/resources/prod_documents/doc32115.pdf
http://asf.atmel.com/
http://www.doxygen.org/download.html
http://www.doxygen.org/download.html
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